
　

昭
和
23
年
（
1948
年
）
12
月
10

日
、
第
３
回
国
連
総
会
で
世
界

人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
宣
言
は
世
界
の
平
和
と
人

類
の
幸
福
を
願
っ
て
、
人
間
は

だ
れ
で
も
、
人
間
と
し
て
の
尊

厳
と
価
値
が
認
め
ら
れ
、
人
間

と
し
て
当
然
に
持
っ
て
い
る
基

本
的
権
利
を
、
お
互
い
に
尊
重

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を

表
明
し
た
も
の
で
す
。

　

我
が
国
の
「
人
権
週
間
」
も
、

こ
の
世
界
人
権
宣
言
に
由
来
し

て
い
ま
す
。

◎
人
権
週
間
関
連
事
業

　

困
り
ご
と
や
悩
み
ご
と
な
ど

何
で
も
結
構
で
す
。
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
き　

12
月
４
日（
金
）10
時
～

　

15
時

と
こ
ろ　

ク
ル
ト
ピ
ア
明
郷
、

　

府
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー

相
談
員　

人
権
擁
護
委
員

相
談
料　

無
料　

人
権
擁
護
委
員
名
前
・
住
所

曽そ

根ね　

清き
よ
し

（
阿
字
町
）

山や
ま

路じ

悦よ
し

宏ひ
ろ

（
栗
柄
町
）

佐さ

藤と
う

玲れ
い

子こ

（
中
須
町
）

池い
け

田だ

源も
と

實み

（
上
下
町
小
塚
）

吉よ
し

岡お
か

圭け
い

子こ

（
鵜
飼
町
）

福ふ
く

元も
と

眞ま

佐さ

子こ

（
高
木
町
）

竹た
け

下し
た

清す
が

子こ

（
府
川
町
）

石い
し

川か
わ

和か
ず

子こ

（
篠
根
町
）

光み
つ

元も
と

美み

保ほ

子こ

（
上
下
町
上
下
）

山や
ま

﨑さ
き

武た
け

志し

（
栗
柄
町
）

桐き
り

島し
ま

福ふ
く

子こ

（
土
生
町
）

問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課

　

（
☎
４
３-

７
２
１
２
）

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る

特
設
困
り
ご
と
相
談
所

　

福
山
市
こ
ど
も
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
の
取
り
組
み
発
表
や
、

発
達
障
が
い
に
つ
い
て
の
講
演

が
あ
り
ま
す
。

と
き　

12
月
12
日（
土
）14
時
～

　

16
時

※
開
場
は
、
13
時
30
分
で
す
。

と
こ
ろ　

福
山
す
こ
や
か
セ
ン

　

タ
ー

受
講
料　

無
料

定
員　

180
人	

問
い
合
わ
せ
先　

こ
ど
も
発
達

　

支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８
４-

　

９
２
８-

１
３
５
１
）

人権週間の強調事項

①女性の人権を守ろう

②子どもの人権を守ろう

③高齢者を大切にする心を育てよう

④障害のある人の自立と社会参加を進めよう

⑤同和問題に関する偏見や差別をなくそう

⑥アイヌの人々に対する理解を深めよう

⑦外国人の人権を尊重しよう

⑧ＨＩＶ感染者やハンセン病患者などに対する偏見や差別をなくそう

⑨刑を終えて出所した人に対する偏見や差別をなくそう

⑩犯罪被害者とその家族の人権に配慮しよう

⑪インターネットを悪用した人権侵害をなくそう

⑫北朝鮮当局による人権侵害問題に対する認識を深めよう

⑬ホームレスに対する偏見や差別をなくそう

⑭性的指向を理由とする偏見や差別をなくそう

⑮性同一性障害を理由とする偏見や差別をなくそう

⑯人身取引をなくそう

⑰東日本大震災に起因する偏見や差別をなくそう

問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課
（
☎
４
３-

７
２
１
２
）

み
ん
な
で
築
こ
う
　
人
権
の
世
紀

～
考
え
よ
う
　
相
手
の
気
持
ち
　
育
て
よ
う
　
思
い
や
り
の
心
～

12
月
4
日
～
10
日
は
「
第
67
回
人
権
週
間
」

　人権週間を機に、私たち一人一人
が主体的に豊かな人権意識を育て、
明るく住みよい社会をつくりましょう。

■演題　「発達障がいの特性の理解と対応
　　～就学前の子どもの育ち～」
■講師　中国学園大学・大学院　教授　荻野竜也さん

記念講演会が開催されます
福山市こども発達支援センター開設３周年
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